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多層膜反射鏡

宇宙利学自 )1 究 liji 山ートー広 )1出

口ケ， I 人 I ".j:7rl,'.1 上勺て 100' 1Il以!の， ::j ツ;:t ニ

l か H.I地球内 J、%に明;泌さ Hるニとなく 1心血

か) :\拘l まての令地 1<1"て酬の 'j:iji lJL iW!か "r自主にな

るカ.キJ，似た"r~~による晶il主観測は今後の J、き主

lit~ :J!!て h リ ~， :HJ 九 I.けの日 0 1. ¥1(-\(こ上って

JL 目カ I :f J 1J，1l J-jとしている JltH~ 観測に:ょ地|

内'/L 'i 明， ;~~J~ て IIJ，、りれている II( A射正;，f: /f:jJ;M:

七'せれているか. ltf 悦えかり紫外品 L X 線へと ;1 1:

j ，ci) 削〈令るにf，t て liltH' か抽{~，品 lニ。巴くなる

f2' ， 吋! ，主 f~;/}Ji(HjQLt プノラえにアル i を Jι 心して

:l.i ~ I.. ~tI(J:\主り lLJ~l と li 開て， :':j"'iM· ドカ l!i ら H

ゐ/)'. J..:~\. III て j <-(的 it さ H るためにた 1M の~O

·-s り\ 'M: 主的 1ヒ/ I t， ミどな 'J I出}υ へて iJ 、 t敢に liM

+ヵfJ~卜 i る そのため.紫外線内透 J位十の nい

-mIヒリチウム LiF) ヘハ IIHt7 クネシウム( ~19I:,)
~ h1("~ J' .-rI:--7 して 1 OOIl,"" j止くまてe I~:J \, 、Ii

1

射f'か f~f り il る上ゥ i 夫されている 今年 III に

tl ち1'. 1 r"パ LI二アメリカグ) ，、 p プル j-: 'ti i 司法鈍::t

\lgl ょの J ティン 7 か姐i~ i.l. 12<川 A 以|ーの洗1<:

I"てずJJJLWliJι可能に主うている 11:':j止の刺しい ;1;.

，1" H!l 師Iによ lUX"Y J l，. ミ向中手 Jt 品の I，l(;肢か "r 能にむ

り.た 1M のコーティング!よ必~なくなるのではな

、、カといわ Hている

!とに波長の~'.い悌 i端紫外磁 III り -1 り山\ )-::'l:":j

L 、 Ii 射ドを f守るためには 1(，( (-iI'iりか大 2 <附 l支の

I::J\' 、台以内/~~， n Ifll が附い;， iLるが. iSO Il.""ヵ・ I;J~ 咋て

九る こ札はたの浪士をか t~1 くなるにしたかうて司

法過'f'が大きくなり.凶 tl ，'ヰか l に近づくためて

ある~ X 平副 lil 'lJ長 i 1- J(川，~ I になると l:t itl;'ヰ'カ l

t'II·Y ，均 aに小さく主ヮて 1((AM'/L'r:.fi，を 11 るこ

とか n\~、なくなる しかし.反射!耐に付する人射

的か小さくなると全 liMか起こり 心 ;J \， 、Jill!平均 i
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ることである(プラッグ条 i'I')o x 線が鋭によっ

て反射される J晶子干には臨界刈(反射而に対する刷

折角が 0・になる入射角)より小角度 1111J て1ま表 1(li か

ら 20-50A の厚さしか進入せず.全反射により， fE

い反射率が得られるが，それより大角度制 IJ では深

〈入り込み，反射率は 10-' から1O ~6 にしかならな

い。しかし，位相が合うように反射面の深さ HI"J

に 10 2から 10' 1百の周期 l構造を作れば l に近い Ii 射

ホが何られるニとになる。

J- I百脱は車 nl 'i lld こ比べて高い反射率が得られる波

長I量あるいは入射角の幅が l 桁以上広くなリ ， it

学 if， 、を組むのに好~~令となる。しかし，全反射の

ように jよい波長域にはならず.入射波長め 1/10

将l阜の帯域に制限される。光学系に合わせて各層

の厚さは自由に変えられる L. 而 HI"! あるいは深

さ方向に厚さの勾配を持たせることも可能である。

均一に成股できる厚さは 5 Aff:.I!tが限界であり.

実用可能な直人射光学系としては30A より長波長

1111) となる。即ち，銭面反射の限界である 300 A か

句成膜限界である30A までが多層 09:によって l古入

射光学系が組める波長城となる。斜入射光学系の

反射 IIlI に用いれば，更に短波長で大きな入射角の

X線まで反射することが出来る。多層膜によって

得られる反射Itを図 l に示す。 I直人射鋭を作るに

は波長の 1/2 の層厚にし， 1;;(射窄が飽和するま

で断層する。

同!j t，.、反射ヰてを得るためには，，~紙面の姐さだけで

はなく， 2 つの物質の界而の組きが最も重要にな

る。前者は既に表而粗さO.5A (rms) と十分な刊

能のものが作られているが，後者は積層する物質

斜入射鏡用多層膜の反射率図2

得られる。従って， 1-300A の波長域では斜入射

光学系が用いられてきた。この型のX線望遠鏡が

アメリカのアインシュタイン衛星に初めて搭載さ

れ， 3-60A の波長域で天休のX線像が観測され

た。更に，今年 5 月にfJち上げられたドイツの R

OSATl軒以では 6-600Aの波長域で同様の観測が

行われている。斜入射光学系は直入射光学系と It

べると，関口効率が悪<.視野が狭( ，結像性能

が著しく劣っている。

近年の研熊加工技術I fAIt~i 技術の進厳に伴って，

多層膜反射 3立が出現し， 30-300A の波長城では直

入射光学系が可能になってきた。 1 -30A の波長

成て'は斜入射光学系以外に有効な方法はないが、

多層膜を応用することにより性能 lui 上を図ること

が出来る。この多層肢によって，極端紫外線から

X線の領域て~Q)'t・宙鋭部 IJ のために性能の優れた光

学系を作るニとが今後の研究課題である。

多層膜反射鏡

多層股反射鏡は全反射鋭と分光紡 1rf の特長を併

せ持った光学 >t rであり，超平沼な 1，\;.l1i の l に電

冗索と軽疋紫を交互に一定の周期で I享さを原チレ

ベルの精度で制御しながら積層したものである。

反射の原理はいわゆる鋭 1M 反射(全 Ii 射)ではな

し結品によるプラ y グ反射と同じである。プラ

y グ反射とは.反射商の深さ方向に!封 j切構造を与

えるとその干渉効果により.特定の波長と人射角

に対して選択的に強め作って市 iい反射ホが得られ
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固有の特性によって決まり.組合せの選択· I北脱

法に大きく依存している。これは物性物理として

L 興味ある問題であり.新物質の合成，半導体.

磁性研究にむ多119肢の技術は用いられている。

多Irl肢を製作するには E丘 f ビ ム必着， RF ス

ハタリング イオンビームスノマタリングが下に用

い句 tしそのはかに光CVD. クラスターイオンビ

ーム!.~~Xf b ある。いずれの}j法においても層厚を

目立 f の大きさの梢l主で制御する技術が要求される

し消印な趨向112が必安となる。我々はこれま

でに超高真官itLチビーム !ffi.-4fi去を用いて，ニ y ケ

JレーiJt，fi (Ni/C). モリブデンー炭ぷ(Mo/C). モ

リブデン-'"リコン (Mo/Si). 向金一炭素(Pl/C)

等の ;t. J~m を-;I:Jの府厚30-100A. 般暦数5-54

組で製刊した。物1'tの組合せはどの波長城て官iい

反射率を得るかによって決められるが，判 IIi.拡散

のために;t. 111 Wi立が形成て'きないものもある。 JJ;

fiJiにはフロートガラス.シリコンウエハ一、起i*N

'品副f防ガラスが用いられる。

製刊された多!回以はオ{ジェ電 f 分光 J孟i白押l

,IL (~Iii放鋭によって不純物の itt入や閃 WI椛造がE制

べられる。史に特性 X 斜l， ンンクロトロン肱射光

によって 1-300A の波長械て'反射率を測定し.波

長分解能町!荷 l広明ll(ijの粗さ等を詳しく知ること

がH\A~ る。 I- lO A の波長域てeは Pl/C で段も向い

反射ヰiが得ら tし層 l平50A. 総!画数 10~JI とすると

Cu-Ka (l .5A) で70%. AI-Kα(83 A) で40%の

以射中となる。 44-80A の波長岐て'I ;l Ni/C が{憂

iL.層以 50A ，積l回数20組とすると C-Ka(45A)

で15%の反射半が仰られる。 123-200A では Mol

Si でit£/，向い反射$が得らiL，直入射で 40-50%

の1也となる。

このように組み合わせ物質の吸収端を利用する

と斡 Jじぷのl吸収端よリ長波長 1則で高い反射$が得

られることになる。約入射 l\'! X 線望遠鏡に用いる

ために製作された Pl/C の反射率を凶 2 に，民す。

光学系への応用

多脳肢の故も魅力的な応用は直入射光学系を作

図3 波長173A での太陽像

ることである。その千始めとして大阪大手'レーザ

ー絞融合研究センターと jU ，ij でレーザープラズ 7

!Il~倣 III のンユパノレツンノレド明 X線以微鏡を製刊し

た。これは中心を共有する l旦l と凸 1Mの球 1M鋭から

榊成され.その Ix.射面に Ni/C 多用脱を!日いて波長

701 に川い感 l主をむたせた。これによっても 1半15

1店で:±lJ\ J分解能0.5μm が伴られた@

宇宙観測への応用としては、既にアメリカに於

て Mo/Si 多l回収を胤いたカセグレノ 12X 線型&i克

がロケ γ トに搭載さiL.波長 173A で太陽の搬 i主観

測が行われた(r::<J 3)しこれによると角分解能 1

1. 5紗角で太陽全面的X線像が得られている。-Ix々

のグループでは Mo/Si と Ni/C の多層肢を用いた

X線三割遠鏡をロケ y トに搭載して.太陽以外の天

体の抽H主観測を米年の 2 J-Iにチ定している。

多層阪を用いた光学系は7 ラズマ・絞融合，政

射正;ピ ムライン，生体観察，リソグラ 7 ィにも

応用されー今後の発展がllIJl寺されている。また.

分光素子や偏光 fとしても布用であり.科学衛星

による I-30GA での宇宙観測にもその性能が卜分

発押されるよう開発を進めて行くつむ りである。

(やました こうじゅん)
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お知らせ );;O;;O;;C:);;O;;O;;O;;O;;C:蹴車問時以);;();;();;();;();;();;();;();;();j();;(問、戦

*ロケット・衛星関係の作業スケジューJレ( 8 月・ 9 月) 可V

B 月 9 月

5 10 15 20 25 30 l 5 10 15 20 25 却
.. ..・ l' I ，・ ‘

括 l 段斜l .if SMRC尾総合hせ

M-351I-61

SPDP 然氏宝ぷ験 (H1 ，量} (~応}

5FU PLU-2 出動 d韓 CHF/MIIF 然t1 空式輯

GHF 振動試験 ~IIIF 晶動式描 (10 /7まで)

パラ yユ ト本組 7ライト方ぺレ -;';3 ン CK ケース組部If
M了一 135-52 口 仁二コ プレート C~-SJ 合ぜ!\:)'i'

回調ロケ y ト
(謀計) (KSC) 亡コ 1

5CK 官N-コSネJ タタタノ取ク付取・ポ付 y版ティング処姥
日産) (if1I)

cアxラ-イE4EげiiI〆fHH3tせ訓 坑音コネタタリノグ計器合わせ
5-520-13 コネクタ取材 Eコ

(NEC) Eコ [臼成)

(~I"'l (lHIl
7 ，ジカルンミ Aレーンヨノぷ験

輯(10/3まて"1
有圃飛期体 RFT-2

t復水 IX rIミエ〆ジン市産』
IKHI)

部7回ベネトレータ\'t入五輪 INTC)

INTCl INTel (10/6 ま

出~ ;.人 Jに気味実験

(10/10まで}

*人事異動

尭令年月日 氏名 鼻動事項 現(I日)職等

(昇任)

2.6. I 付Ie融);; 下出[由研究呆助教段 下凶凶研究晶助f

{揖周)

蹄本ま二郎 r-前輪i韮研究晶肋T

" 端 ~t: 宇宙維進研究!I，、助手

，~-~ *'あけ11'のJ 衛星現状

例空4引| 打ち卜げから l 年 4 ヶ n を経過.
1 事情JJい"""' I旦J) 南北両半球での遠I也在観i1ll1 を一通り

行い，いままた遠I也占が少しずつ低訪l旦へ移動し

つつあるところである。当初心配した放射線によ

るUl !lti {，今のところ現われておらず活発な太陽活

動のもとでの磁気回の観測を続けている。段近の

大きな山来4>li，南極昭和基地で 1 年余りにわた

って取得した大量の受信デ タが届いたことであ

る。国立極地研究所の飽冬隊の方々の大変な努力

で取得して蹴いた出半球速地点的-?t.illなデータで

あり， !j!(処即をして研究成果を出すことによっ

てこの努力に iii' 、なければいけないと考えている。

問題はデータ訟であり， SIRIUS に収めるだけで

も相当の時間がかかるとのことて同所内外の関係者

にご無理をお願いすることになりそうである。

研究 l師て -Ii 米国の DE 術早との共同観測， !lIP

AS 尖験との共同研究.地上多/，人鋭i1l1/との共同研究

が行われている。 Ai 年本;昆 lで行われた AGU 総会で

の rあけぼの』セ y ションを皮切リに，今年は同

じ AGU の凶太平洋総会，チャプマン会議等々と.

rあけぼの」を'I'心にした|主|際的な研究発表の機

会が多( rあけぼの J I刻係の研究析にとっては似

しい忙しさが続きそうである。(鶴岡浩一自 1\ )

台ケンタウルス座X-3の準周期的X線強度変動

ケンタウルス l単 X-3はパJレス周期14.82抄，公転

周期2.09 日の X線パノレサーてeある。 X線天文柿iR.

r ぎんが」は 1989年 3 月に，ケンタウ Jレス嵯 X-3

を約 3 円 I I:I J観測し.そのデータの一部に約30抄の

地周期的変動現象を発見した。 X線ノりレサーの準

周期的変革OJは他に 2 f91Jが報告されているのみであ

る。，ぎんカず」によって f号ら tLたケンタウノレス 1<1'.

X-3のデータは.その中で最も統計制度が良( ,

7ーリエ分解しなくても尖時!日) I二で見ることのH.lr

4えた初めての観測例である。函にライトカーブの

一部を示す。上段は 1 ビン0.5妙、下段は l ピン5秒

になっている。上段のスパイ 7状の振動が4.82秒

4-
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助鴎 uT: 1!副乞3弓2佐3l

ケンタウルス座X-3のX線強度変動

のr 、 Jレスて ff1:では fヤりレスカ， 'P:~Jjヒさ ilてい

る。 30秒 fJl J1:の時 l iJlR!支の変動が見えることがお

解り即けるだろう。

i\'i閃 J~J的変動現象はこれまでに多くの低賀川 X

総連ltl系て'脱出II されている。変動は自転する中性

-(-I，!の磁場と降，，(1川幣との制IlL作片lにより変動が

'Iミじていると巧えりれているが.その機構の物足n

(1'1i，'，1l主はまだ解明されていな L 、。低質足 X 糾~jIYr~

f、に較べて. 1'1~伝 JWYIが既知で{滋I品強度も比較的

良〈解っている X 線ノりレサーケンタウノレス '*X-3

からの iV，r.:JJYI(I') 変動のWl. illil l; l. 市周期|的公動の物

.f1 IUJ !ji，'，'j{主を雌立する|でif(袈な役 '11i1J をよ~たすと J~J

1寺される。(竹 jゐ敏明)

*宇宙科学振興会設立

-'I'成 2 年 6 H19 円(川)， 1刊行1法人宇'山科'γ 振興会

の設立について文部大凶の i認可を受けました。

この発足に iドぃ 6 月 21 n附午後.第 1 I~lの l!j!.:t>

会がl捌 Hi(さ it，理事長に日本電気仰のIMI本忠弘社

長が選ぱtし干成 2 年度の'I>&!;計 IllI i:案と干算案が

本認されました。

聞が会に I; I 続き|井lかれた設立『記念悦 i"i 会では，

約 100 名の参会打を Ij，j に限]4<理白1'1:壬，[Ilj村宇宙科

学研究所長，次いで川村恒明文部省学術国際局長

の後拡J ， J:f地1'l 肱送.，'{:凶大学理事長の挨拶と乾

係，渋谷桁弘 n ，)!i 向動.ajI(隙;片務取締役，ょうi木判米

淘回路

理事長就任の1長lillをする関本忠弘氏

京ム科大'下長、本所を代ぶして秋袋教J支のスピー

チと続き. flit去に iur村龍馬東京大学名営教tえがIJ'I

会の I~;l:を j主べり tし盛況~に終わりました。

(IIオ)ヰュ-.山科ザ振興会は，昭和20年，東京大ザ航

空研究所に設i置された奨'γ 会が(I吋)航2医学焚学会

として 'j 出航雫研究所そして'宇宙科宇研究所に，;I
継がれていたとよろ、昨秋に壬リ， I司焚学会寄附行

為を拡充改組して設立する械jE1が固まリ.本年 5

川末に文部大臣に ~II u~ を行った結果，今般の設立

にニぎつけたむのです。

な H. 4< ft-t凶の ur内と:ドJ主は以 F のとおりです。

1 , bJ(1'1

手:前科''1研究所が h う‘ I. 業への1> 1助及びヰ-.山

千ド 'I" (宇宙航空匠工 γ を含む)に|則する研究の助

成を行い. もって 1 宙科学研究のill!誕の ~r 進に

寄与する。

2 ，事業

①'r'l 山科学に|期する研究の 11)) 成。寸宙科 ι芋に

WI する海外の研究集会への参加の支 til ③宇宙科

学に IMI する|長 l内の研究集会 l羽fIl\に対する助成@

中市外ザの普及・伴'よ活動等 (tvその他

(山t'l 11J 犬)

*故・森大吉郎初代所長を記念した銅版画完成

この位、本館入って左側ホール ~Jt:l 而に初代所長

Iii文様大 Jf 郎先'Ieのこ業制を記念して， M-3Sn明
ロケットと盤側!惜の.fNiかれた制版画がぬげら tし

去る 6 H13 円夫人の森エミ氏をお迎えして披保さ

れました。

先生は観測ロケ y ト#業の 1 ， 1. 削 j制より参 1 ，111 され.

特に M ロケ γ ト第 l 世代の|非l発には多大の-ill献を

されました。その後宇宙科学研究所の創設ととも

に初代所長に就任され，全体"十回の推進に指呼的

役川を*=してこられましたが， M-3Sn'\'!のjtJ主

を目的にして，病に伺lれ逝去されました。この記

念軒lは.その折') ，ニ'逃Ii>;から r相 11SjJ1j(、キャンハ

スにfa<!か記念に」と贈られた苦手金により製作され

たむのです。図案は先生に由紋の深いものをと，

完成を待ち望んでおられた M-3S lJ~~ロケ y トと

御担当分野であった盤備培が選ばれました

(今~事茂夫)

-I
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*タイ国王女KSC来訪

(~表紙カット~撮影杉山吉昭)

タイ I，qのマハ ・チャ 7 リー・ンリントン第一一

4 女が 6 JI25 C1 (J J) 'I'I~，内之浦町の鹿児 1:}j ';-:Hi?i:

Il fJ 観測所を米， ;1] されました。

E女の米日は， 1£1 際化と ~k の問覧会的タイのナ

ンョナ Jレデーの {ι(6JI20U) への H~t 市と 礼

出さまの結絡の儀 (6 )J 29 C1)への参列を目的と

したむので， KSC;\ 、"創立この日位の Mlj をぬっ

て行われたもの。

王立はチュラ口ンコーン j、'{ーを皮切に 4 つの大

学・大 7・院を}o l"· 業さ tし歴史，教育， !ル tk とには

リモートセンシング等について修得されており.

KSC 御見学中のタイ国王女

苛

初の衛星「おおすみ」像の前で松尾観測部長と

ro'h
Mロ ケ ッ ト 管 制 室 ! こ て 、 左 は 西 村 所 長

4、 H は 二 度U

観 測 所 で は . 阿 村 純 宇 宙 科 学 研 究 所 長 が 研 究 所

の 概 要 を 説 明 、 秋 集 I f ， ( 二 日1 \観 測 所 U .t H 6 ' J H ~教

J 1 . 丘 、i ) ( : ! ; f f， 教Jえ がi Y r l付 を 御 案 内 。

£ 1 ， ( は ，1 1 1年 完 成 し たi荷h i i且 湖 、 川 の2 0 mア ン テ

ナ や ミ ユ ー ロ ケ ソ ト の 発 射 場 ，' ，H i l主 な ど を 熱 心

に ノ ー ト を と り な が ら 見 学 。

ま た . 我 が 同 肢 トJ Jの 人 r . l~ i早 「 お お す みJ 記 念

仰 の ，i l jに 立 っ て .I叶 只 と の 記 念 t I t ~; * ~ に 応 じ ら れ る

な ど 終 始 な ご や か に2 1 1年 I B ]余 の 比 ， ' { : ス ケ ジ ュ ー ノ レ

を ニ な さtし 午 後4 j / ~ ~ . 十 見T 7 4を ~ ! N' ド 終 え 句 J l ま し

た 。 (lli t'lf l-l 犬)

>
4

20mφ戸ンテナの下で広沢教疫の説明を受ける

/

杖葉KSC所長の御案内でMロケット台地を見学

-6-



暗示
SFU本体システム(その 1 )

宇宙科学研究所小野田淳次郎/筑波大学小林康徳

*構造系

SFUは. スペースシセトノレまたは打ち上げロケ

y トで打ち上げられ可スペースンャ I， 1レによリ回

収される‘.fJd玉川目的 I'l'使用恒多凶的用的スペース

クラ 71 である。ィ、特定的ベイロ ドを搭岐でき

ると Jtに可 l' iJI<:I11 などに向けて税制n'I~1:が良いこと

が吊要である。そこでモジュール化 }j 式を抹用 L.

PLU と IIIばれる桁ごとにベイロードの村tho込み

試験を行ってインテグレーンヨンの対J半化を Iメ|っ

ている。 PUJに人りない‘あるいは 1.1-:い干足型Tなど

を必裂とする政出叩Jベイロード )11 には可IJ の熔械情

nn を時保 L. SeUの 'I' 央日日分を1'1泊して長大ペイ

ロードをも格4世できる。また. SeUがンャトノレに

より Inl収される時には有人 -'-j':'1山ンステムの一部を

桝成することから，安全性的時認 \!.~JI の等易性

を榔jiI ~Jt 111 の段爪援方針とした。 7 ラクチベコン

トロ -Iレ千法の雌守が不卜分な似合付や抜着構造

は。 クリティカノレなれIvt;立には{ちeわないことを)&+

としている。

l刈 i に SFUの\;，構体をぺ、す。中央の円筒状の7

レームと.その J ，'ij ;11の変形 S 角形のトラス/ラ

メン f#~;l より，hY~1北されていて. トラニオン日II を除

きアノレミニウム合金製である"主柿体的周辺には，

811!1の桁がf:f ~))に靖!悦でき，そのうちの 2 倒が木

体機株J1'1( lclSU) ‘ 6例がペイロード(実験機総)

111 の IOLU である。各PLUは 3 山何者脱機附によリ

似めて6坊に T二椛休に泊 l悦でき.内部には多伺多

機なベイロードが幣，I車山 4とるよ ~j f:~{ i草=化したタソ

プイしが多数ぷけられている。主榊休のよ I而と中火

の円筒いi 書|訂正. 太陽屯池ノマドノレなどのー却の本体

機協とは出引のベイロードなどの椛械のための空

間てFあり.取り付け刑ノ、ー卜。ポイントが多数設け

句れている。ン代トノレによる jj ち l げ/1回収時に

は 4+の口ンジロン l ラニオンと一本的キ-Iレ i

ラニオ/によリカ ゴベイ内に l判定される。 H-II

ロケ y トとは!j·t火の ITII:可卜品iで結合される。

(おのだ じゅんじろう)

図 1 SFU主要情造分解図

*熱制御系

SeUの然梢泣モデノレが. NASDA宇悩センタ

において 6 Fl 15 <lより一泊!I-Ilの「返で熱具主試験

に入った。 iV'怖J止 I:骨での幾つかの技術的閃雌山を

庇Jill して 114 01jlji れのスケジニ L ーノレ人りである。日

午 HI] に S E: PAC の刊 IJ があるとはし、え.間体の惚維

さ. ミソション機器の多様さから凡て前者よリは

るかに胤以内大きい構造物である。総量 l辻 4 トン.

L十三官 iN! ギ才、スブ y クを r主リ変えるこの附造物はま

た. ·t:' J:i~·副 f主導と I~ ,、ぇ，文部，通jif. 科技のとi

省庁の相来り企 1 11 1] てFあること. J-I- I1でjJ ち tげ

米凶のスペースンベトノレて"回収されることでもた

鉱物であろう。

さらに r熱J (I~Jに見れば. Sell は総ftl'1004、以

l二のヒ トパイプを mい.作ユニソ卜単位での~~\

iJ:~，鳥山Ii副J i±を情とした新しいタ具品桁|となっている。

このような e没，Ii' r-法は.従米のいわゆる受動'明 J止

J十円与えむから '1'" J., i'f，み tH L. ~"J' 米的大 ypl ヰ::rn 椛

ii!i 物に過 Ij.)される ~Ht 体ノレープ ql 位 Iii への紗千Ji主 lー

にある巾 llll 的 e没日!として i立 iFt つ'け句れてH:いだろ

う。そして.このような設計では.一般に.件サ

ブシステムあるいはユーザの熱市 Iii 同1 ・官:E I!能力が

I((·HNI~H こ y ステムあるいはミッションの}止育を J，

+，するが この I"UI"j は今後ますます j判えていくだ

ろっ。

さて. SFU は制 i肋推進系(k. CS) 機械など安全

に供|わる技術 I耐で主見つかの諜組を抱えながりも

SeU は熱 hYJ.; 五モデノレとなって 応のまとまりを見

せ.今や. 迎の )lr·J 5色式験による設，;十の仰 iiZ 段階

にまでこ 52 白けた。さて，どの微な|刊!逗が出るか

今後的成行きが楽しみであるが.色々な芯 l味で.

SFU は新しがり J-'t..集凶の'-jニ:市研にとって，いや H

dドにとっても. I面白し、下す "j ~'IYi 造物となりそうて"あ

る ω (こばやし・やすのり)

NASDA 超大型スペ

ースチェン 1\ ーでの

試験

-7-
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A音色事l i!"iL
日 /ESA行政官会議

宇宙科学研究所松尾弘毅

6 月 12 日より 3 1:1間.ロー7近郊7 ラスカティ

にて11\ 15回目 /ESA行政令会議。文部符からは石

川研究E捌鮭臥宇l1i.Jf 出 '·1' 教授それに .fL.，

3I立自の東作凶 it!制であるがいずれもイタリア。

かの|正|から帰ると 2fかずには居られない，のでは

なくてこれは全くの偶然。

全~ rjiJixM。同辺偵察の，湖終n 明何むなくて山

犬でも出そう二山犬はともかく.事山4苗伊は!日;る

かむ知れぬ。

初日午前全体会議. 日本側代表科扶庁石川審議

官。午後からは分科会 1'1 は輪送系と科学の 2 足

のl，!戦。復ロー?にて夕食会。ホテルに帰り.明

円の対処方針 3 人て1議論して深!l!:に孟る。

朝午前輸送系分科会続問。 IIOPE ， II- 1I，スペ

ースプレーンと .'J;:;右問伊雌±i.工 I;日発部只大いに

布 I ，その他大変お世おになる。 hI; って Ii 代旦1!..'-J';.

と談ニの(午に/止ぶと.ぃ彼はJ.'!-而目だからゆと， ま

るで惑いことのような n吻でありました。当 )j か

らは M-V ならびに1;誕 n~ 捌体について報告。 ESA

か句は HERMES ， 1I 0PE の比較検討について提

案あり。先 h I， 大いにう 1になっているらしい。

一段指して午後は先発の石川，問中組を ill って

7 ラスカティを出る。ローマ発 14 :250 ~よかなか

21かず抑l 市を|甘Ii主えたかと思いはじめた則合流子

定期{のキウジitJj過。 Jj!;. ましたね，お二人とも。昨

夜の議自治こニに実る。本 H は ESAfI開メンバ一対応

不能のため科学分科会は I·mかれず.おこ人はやむ

を仰ず yエナに11\措トけたもので. まことにおれの

ヰて'あった。

9'1*の溢れも手頃で.その先テラントラ・コノレ
トナなる所で i 分の余裕で来換え 17:447 .，，，，ジ

着。小高い丘の上のア y シジは，フランチェスコ

教会は有難く，町並は中世で，観光客の喧目撃もな

く.まことに結構であった。初めての筈の.(j ill ，測

技官の案内で田Iを散歩。田中*ニ町教会は

石川、、 1 "/JI~. で.暇な人はどうぞとあります。:11:

-8

々はそれぬ!日出でもないので省略します 0" (UI 中先

生未練ながらによる)といった潤 f である。故後

は田中先生のリードて w丘の上の城へ。何しろ 10 も

20 も年 lーの方がどんどん行かれるのであるから，

ついて行くより仕方がなし、。林先 'I といい.この

世代は妙にJi:;公なところあり。

バス停に行けば 30分;起きのパスがすぐ来たり，

駅前のレストランが伝じられぬ位テキパキしてい

たりで.大いに気分よく 20: 517ｷY'"ジ発。最後

は，ロ-"7から 17 シーの運転に肝を冷ゃしなが

らホテル着(さすがの店、が yートベルトに手をの

ばしたら巡ち~'んに叱られてしまった L

お一人とも名うての旅達者(こんな言葉がある

かどうか知らぬが)。 何しろ.石川，朔 fE 白は 3 年の

イ1 欧却 H問中の it 行距離が 11 万km ， UI中先生はその

旅行飽の小さきが畏敬の的である。制心さと無頓

着さのバランスが絶妙で.実にうまく τJ:>が巡ぷ。

政終日科学分科会。 ESA よリポネ科 '':f: 局長，ボ

ロノテ氏米。議論沸〈。特に焦点は， ESA で打上

予定の ISO (I nf ，·ared SpaceObse ，·vatory) への

日本田 IJ の協力で.これによリデータ取得率が飛制

的に lui I二し大変結権な話であるが.全が絡むので

沸くのである。午後の全体会議の f最も続行して了

解4D )'iを作成し公式日位終 f 。

サ y カーのワールドカップ|井 J fill 中のイタリアで

あったが，レストランでワインを断わられた以外

大した関係もなく.帰 i主につく。機上隣府のイタ

リア事 I'J: にア '1:/ ジ行きを話したところ;/エナ

はもっとぷ附らしいとのことにて， fj~ かに不愉快。

(まつお ひろき)



_.J‘.;::::::.(戸、\ー

~会岩手宙 略語のしおり一外国の宇宙機関

(1) 米国・カナダ・ヨーロッパ編

世界主主~I"Iの宇宙開発の機関(非軍事的なもの

に限る)はしばしば略JEで呼ばれます.玉なもの

をとりあげてみましょう固

{米国1

・NASA=National AeronauticsandSpace

Administration(米国航空宇宙局 ナサ)

非軍事前における米国政府の宇宙航空冊究開先

機叫ん 1958 年lO H 発足。 HQ=Headquarters

(本部)はワシノトン DC にあり，以下のよう

な活動尖施機関を持つ。

ｷARC=ArnesResearchCenter(エームズ研究

センター:カリフォノレニア州)

ｷMSFC=MarshallSpaceFlightCenter ("7

ーシャノレ宇宙飛行センター;アラパ 7州)

ｷCFSC=CoddardSpaceFlightCenter(ゴダ

ードオ :'di JI~ 行センタ-メリーランド州)

'W ト F=Wallops Flight ト acilily (ワロ y プス

飛行施設。パジニ 7HI)

ｷLaRC=LangleyResearchCenter(ラングレ

ー研究センタ-パージニア州)

ｷLeRC=LewisResearchCenter(ルイス研究

セノター:オクラホ 7州)

ｷKSC=KennedySpaceCenter(ケネディ宇宙

センター :7 ロリダ州)

ー JSC=Jnhnson SpaceCenler (ジョンソノす:

街センター テキサス州)

ｷNSTL=NationalSpaceTechnologyLabo

raLOries(国 ι宇Hi技術研究所ーミシ:;""-'，ピ州)

この他，ポイジ々 を初めとする惑星探脊のメ y

カて'ある JPL=JeL PropulsionLaboratory(ジ

ェット推進研究所 カリフォノレニア州)があるが，

これは厳密には CALTECH=California Instituｭ

teofTechnology(カリ 7 オルニア工科大学 キ

ヤノレテ>7)の付属施設である。

[カナダ 1

・NRCC=National ResearchCouncilofCa

nada(カナダ国立研究評議会 L カナダの宇宙開

発は.省庁間 lにまたがる宇宙委只会のもとて千十

学技術省. NRCC などを中心に進められている。

RCCI~ 科学技術省傘下だが.半ば独立した研

究開発の実施・支援機関。オタワに本書 IIがある。

[ヨ一口ッ J iJ
+ESA=EuropeanSpaceAgency(J欧州宇商機

|札イーサ L 欧州ロケ y ト開発機構 (ELDO=

EurcpeanLauncherDevelopment0rganiza

lion) と欧州宇宙研究機構 (ESRO=Eul'opean

SpaceResearchOrganization) を発展的に解

消・統合し号欧州諸凶が一疋(I'"に協力して宇宙

開党を行う機関として. 1975 年 5 H に設立され

た。現在正式加 WJ.国は 13 ヵ [II (オーストリア，

ベノレギ .デン 7ーク，アイノレランド， フラン

ス，丙ドイ'/.イタリア，オランダ.スペイン，

スウェーデン.スイス，ノルウェー，イギリス)。

オブザーパーとしてフィンランド，協力図とし

てカナダが参画している。本書 II をバリに VJ き，

以下の三つのセンターを中心に，資金・要只を

分1u.して宇街開発活動を続けている。

ー ESTEC=European SpaceResearchand

TechnologyCenter(欧州すノ凶技術センター.

エステ y ク オランダの /J レドヴァイ 7)

ESOC=EuropeanSpaceOperationCenter

(欧州宇宙運用セ/ター，イーソ y ク:凶ドイ

ツのダノレムンユタ y ト)

ESRIN=EuropeanSpaceResearchInsti-

tute (欧州宇宙研究所.エスリン:イタリアの

7 ラスカティ)

一宇街研一 的川 If; 立

-9-



(財)宇宙科学振興会の設立経緯について

余米賢

昨年内 9 til札所長室において. (財)宇 'iii科』γ，

振興会({民柏、)の設立のための.プロジェクト

チーム司会合が聞かれ.二十:ITi・6庁に後接財団の構忽

が 4 - 5 年 ft'1jから検討されており.私も;u任と l吋

時にチームの-\'.{になっていたニとを知l ったのが.

この財同との係わりの始まりであリます.

~l../)，. 肱送大学学園に勤務したとき.芋 it 下:l!I 't~

(元大蔵省印刷 l局長・故人)向指導的法に，放送

大学焚ザ:).~1'!:の~~金活動にたずさわり.れ企業廻
υ

?をしましたれその他旨，目的カ引くても，他

人織が汗水 i尚して綜いだ「お金」を寄附般くこと

町抵抗感や~~1;:が忽像以上に凶捌 I，であった経験か

ら，これは大変な仕-t d}( 待ち受けているなあと思

ったのが初めての感想、で、す.

所内で決定された以 1-" 'iT でやれば(波れば)

恐くない式で進めざるを件ないと腹をきめ.プロ

ジェクト・チームの皆と判 J ，i車し行動をおこすこ

とに決定したのが.昨年の 9 月頃です。すぐ係民

を先 fl}. 絡である閃 I~事円本文化研究セン 7ーに派泣

して調査を DB 始した次 W; です。その報山は(1\オ)国

際 H 木文化研究交流財 l剖という国際交流をI'I rn と

する特殊性もあり.かつ.点打 11m. ボr.l1I舟の JJ の

入札方が巡うこと等が判明しニ oj': 商耐 fの fill ろうとし

ている!材 l 刊にとって.余り参巧にならないむので

あった(従管J! I' 部長には申し訳ないが).また. "bi;

理郎の職只町中には 財凶の E役立守 4h 金治 tlJを経

験した./4はいないので.無千勝流に進むしかなく.

8t'i 課長に ~L.( こi".t c、て来てくれるかと r;!i-t と 彼

は「ス y ポンの係にくらいついていくから.やリ

ましょっ」と 4f'~' しいことをいってく it たのてfL，

の 11 \1も決リ.凶村所長を初め先生方と・ Mにで r J~I!.

邸内峨 H も協力体lIIlJを軒 lんだ次加です。

店、が主として非金活動に !y くから，吋釘辺には

(財)航 JE 学焚学会的役 Hの方々.プロジェクト

チーム向メンバー.文部省等に対するすべての事

務的な手絞きを引き受けてもらうニとにした.

昨年内 10 月頃から活動を開始した ι の同点人の

』おりのため.また勉強しながら進むため;単々と

進まなかったが.その 111]. 止;部符の指導.紙同連 .

.'.1，\囚(臼 s正)及びj古(日産)機的~!J d により棋が1引け

ると l順測に it主みだして.平成 2 年 6 月 19 日に設立

することができました。

?一成 2 年 6 f! 21 日の第一回(l{1')宇宙科'γー振興会

のJ!1!4>会が無)jJ. IH·J H1\されるまでの紙過を附単に idi

べますと

(1)平成元年12 月 l 日(財)航空'γ一奨学会的評議

対且ぴ理事会的関f世

本財団の寄附行為(;裟)を変更して.新たな

棉怨に基づく財団へのhi 充改組が全日一放で

承認されると共に.文部大臣への干寄附行為的

変更忌認巾泊.役員の改選. j]~充改組後円。F

業百 1'[函(案)について耳R-'J>長に一任きれた。

(2)平成 2 年 4 月 17 日(lH) 宇'dl科マ似興会(仮

材、)設立準備会日会の1m1m
新財凶の Iiiti 工駆旨に円本';II気(附|刻4'社長宇 .J)

め 16 名町方々に質問いただき栴備を只をお引

き受けいただきましたの

l!-t団の恭本財産については. 7I.宮内を円僚

に募金活動に入ることが決定された。この時

点で.文部約よリ口答指導を受けた続i底的基

本財産 2 fil'l'lについては、準備委只の13企業

(H 治体を含む)にお引き受けいただき. 6

月中に必全国際似の 6 ;'刊( 4W' I "J桜 lit)を県的

3 年IBj でこのlJ~凶をうじ}此させることが決定さ

tt f.己。

(3)平成 Z 年 5 月 19 日(J!:t)航空学奨学会の役 l-j

会の開i出

募金jj-{函.拡充改車III主的J!II 'J';及び監事的71<

tiZ と共に.すみやかに文部大臣に対し寄附行

為変更申前を行うF-r ij(認された。

(4)ギ成 2 年 5 月 30 円(財)航官学焚学会帯l柑行

為的一帯1\変更認可巾 J市内を交川省に提出。

(5) +'成 2 年 6 月 19 日(財)宇宙科寸二振興会の沼

可.設立

この般に平成 2 年 1 月に#金 rfi'l ilJ を開始して 6

ヶ月という制い lUI 聞に新財団が発足できましたこ

とは.航空 γe奨学会の稲JI'..河村山先生町ヰニ:術関

連企業 6 祉を中，し、とした準備 i 委Uの }j .々所内の

先'10. 事務職員の全面的な協力があったからこそ

出米たものであります。今後. I吋問が大きく発展

するか.小さな胤娘のまま終わるかは. l!オ同町役

H と，;.， 'ciif，J f町職 Hの協力いかんによるものと思っ

ております。故後になリましたが紙面をかりまし

て， 多古自の御寄附をいただきました企業の方々に

i制l札と『設立までの栓緋をご報告申し上げます。

(I官製部長.よごめ・けんぞう)
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⑧

間もなく夏休みの時期ですが，多忙

という珠山で休養を省略しないように

したいものです。(荒木)
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